
「フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）」について

平成２３年５月

農林水産省ＦＣＰチーム

１ フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）の概要

ＦＣＰは、農林水産省が、食品事業者や関連事業者の皆さんに参加を呼びかけ、「協働」で進

めている取組み（平成２０年度に立ち上げ）。規制でなく、意欲的な食品事業者の皆さんの取組

みの活性化により、消費者の信頼向上を図ることが基本的な考え方。

ＦＣＰでは、食品事業者の行動の「見える化」をテーマに取組みを推進。

２．これまでの取組み

（１）情報共有ネットワークを構築

（２）「協働の着眼点」を策定

（３）「協働の着眼点」を活用し、適正な評価機会を増やす取組みを推進

食品の品質管理や消費者への情報提供など、消費者の信頼向上のために重要な課題を、

共通の項目「協働の着眼点」として取りまとめ、業種を越えて共有。 

この「協働の着眼点」を活用して、情報の効率的なやり取り、社内や取引先の適正な評価な

どに取り組む関係者の輪を拡げることにより、フードチェーン全体での透明性向上、社会的コ

ストの抑制につなげる仕組み。

ＦＣＰの基本的な考え方に賛同する食品事業者（製造、卸売、小売等）、地方公共団体、

金融機関等の皆さんと農林水産省との間でネットワークを構築（本年４月末時点で９６８社／

団体が参画）。 

平成２０年度に、食品事業者の皆さんの自主的な参加による作業グループを組織し、４２回

の会合に、合計で７０社から、延べ約３９０名の参画を得て策定。 

●取組みの具体例 【テーマ別研究会の開催】

これまでの研究活動の主な成果としては、工場監査でのチェック項目の共有化（「ＦＣＰ共

通工場監査項目」、「ＦＣＰ共通工場監査項目に関する要求水準及び監査手法」）、消費者と

の対話を戦略的に実施する手引き（「ＦＣＰダイアログシステム」、「ＦＣＰダイアログシステム作

業シート」）の作成、展示会・商談会での説明と情報収集を効率化する統一フォーマット（ＦＣＰ

展示会・商談会シート）の作成やその普及方策の検討など 

◎農林水産省が、食品事業者の皆さんや関連事業者の皆さんと「協働」で進めている

「フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）」の取組みをご紹介します。

資料１



 
 
 
 
 
 
 
３．今後の取組方向 
（１）情報共有ネットワークの拡大 

 
 
 
（２）取引情報の標準化、消費者とのコミュニケーション強化などに関する研究・実践 

 
 
 
 
 
 
（３）事業者間の「協働」の取組みの促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品事業者等の皆さんにより、「協働の着眼点」の活用機会が増加し、食品業界のスタン

ダードになるよう、多様な関係者の皆さんに幅広く情報共有ネットワークへの参加を呼びかけ

取引情報のやり取りの効率化や消費者とのコミュニケーション強化等のため、「協働の着

眼点」を共通基盤にして標準化の活動等を展開。 

平成２３年度も引き続き、「工場監査項目の標準化・共有化研究会」「商品情報の効率的

なやりとり研究会」「消費者との対話のあり方研究会」「企業力向上の場としてのマッチング・

商談会の活用に関する研究会」等の研究会を開催していくことを予定。 

食品事業者、関連事業者の皆さんが、自らＦＣＰを普及し、「協働の着眼点」を積極的にビ

ジネスで活用していただけるよう、業種を超えた「協働」の場作りを促進。 

平成２３年度も引き続き、事業者の皆さんによるＦＣＰの普及のあり方の研究の場や、「協

働の着眼点」を活用したアセスメントに関する情報共有の場をサポートする他、東京大学食

の安全研究センターと連携して活動報告会を開催していくことを予定。 

ＦＣＰについてのお問い合わせ先： 
農林水産省  

フード・コミュニケーション・プロジェクトチーム 

TEL 03-6744-2397 FAX 03-6744-2369 
       Email: fcp_jimukyoku@nm.maff.go.jp

●取組みの具体例 【地域ブランチの活動】 

地域の食品産業の活性化のため、都道府県単位で、独自にＦＣＰの仕組みを活用する活

動を「地域ブランチ」としてサポート。 

各都道府県から、人材育成、販路開拓などの活動の提案を受け付け。平成２２年度末まで

には、岩手県、三重県、和歌山県、愛媛県、山梨県、栃木県、大分県、滋賀県で地域ブラン

チの展開。 



（参考）ＦＣＰ成果物等の⼀覧 
 現在、以下の成果物等がＦＣＰホームページからダウンロードしてお使いいただけます。
それぞれ利⽤規約等をお読みの上ご利⽤下さい。 
 
○ＦＣＰロゴマーク 

以下ＵＲＬからＮＷ参加者ログインをしていただいたページに「ＦＣＰロゴ
マーク」へのリンクがありますので、是⾮お使い下さい。なお、同ページにあ
る「ＦＣＰロゴマークの使⽤について」をご覧いただいた上、事前に申請を⾏
い、農林⽔産省からの許諾を得てから使⽤を開始して下さい。 
https://ssl.food-communication-project.jp/fcpDB/fcp50i.php 
 
○協働の着眼点（業種横断版、業種別） 
http://www.food-communication-project.jp/aim/aim_01.html 
http://www.food-communication-project.jp/aim/index.html 
 
○ベーシック１６ 
http://www.food-communication-project.jp/basic16/index.html 
 
○ＦＣＰ成果物 
 以下ＵＲＬに各成果物へのリンクがあります。「研究会・分科会成果物利⽤規約」をご覧
いただいた上、ご利⽤下さい。 
http://www.food-communication-project.jp/result/index_top.html 
＜ダウンロード可能な成果物＞ 
・ＦＣＰダイアログ・システム（第⼀版） 
・ＦＣＰダイアログ・システム 作業シート 
・ＦＣＰ共通⼯場監査項⽬（第１版） 
・ＦＣＰ共通⼯場監査項⽬に関する要求⽔準及び監査⼿法 
・ＦＣＰ展⽰会・商談会シート  

－展⽰会・商談会シート項⽬と着眼点との関連  
－「ＦＣＰ展⽰会・商談会シート」の利⽤に関するＱ＆Ａ  

・セルフアセスメントシート 
・パート・アルバイト向け⾷品衛⽣マニュアル  

－講師⽤テキスト、理解度テスト  
・協働の着眼点を活⽤した認証規格  

－審査時の報告書表紙(サンプル)  
・⾷の信頼確保のための成熟度の評価事業について  

－マネジメント成熟度アンケート、対策内容アンケート  
・⾷品事業者(経営陣)向け研修プログラムの開発について 
・地域の良いモノ売れる商品⽀援事業について  
・"⾷の信頼"⾒える化ツアー ツール集 



www.food-communication-project.jp/

平成23年度の研究会のテーマ・進め方について

FCP平成23年度の取組に関する説明会資料

平成23年5月11日

農林水産省
フード・コミュニケーション・プロジェクトチーム
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１．平成22年度の取組の概要について
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平成２２年度 ＦＣＰ研究会

①農林水産省の設け
る研究 ・発表の場

②事業者の主体的な取
組農水省が運営に関与

【 研 究 会 】 情 報 共 有 の 場

地域
ﾌﾞﾗﾝﾁ

消 費 者 と の 対 話 の あ り 方

工 場 監 査 項 目 の 標 準 化 ・ 共 有 化

商 品 情 報 の 効 率 的 な や り と り

企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用

ＦＣＰ普及・戦略

アセスメント

三 重 ブ ラ ン チ 愛 媛 ブ ラ ン チ

岩 手 ブ ラ ン チ 和 歌 山 ブ ラ ン チ
地域の状
況に応じ
たテーマ
設 定

活 動 パ タ ー ン

山 梨 ブ ラ ン チ

大 分 ブ ラ ン チ

栃 木 ブ ラ ン チ

滋 賀 ブ ラ ン チ

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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平成22年度研究会①～農水省の設ける研究、発表の場への参加～

○食品事業者と消費者間の信頼構築を目的として、平成21年度の研究会活動で作成し

た「FCPダイアログ・システム（第一版）」を試行し、その結果を踏まえて対話型コミュニ

ケーションのあり方について意見交換を行うとともに、システムの充実について研究。

○FCPダイアログ・システムの充実としては、実際にシステムを利用した結果を評価し、

次のコミュニケーション戦略に反映する手法などについて検討し、PDCAサイクルの構

築を研究。

消費者との対話のあり方研究会

○食品事業者等におけるアセスメントに効率化を図るため、平成21年度に作成した、「Ｆ

ＣＰ共通工場監査項目」について、活用を広めることについて研究。

○監査項目毎にとりまとめた「実施要求水準」と「監査手法」を実際の工場監査の場面で

適用し、使い勝手などについて検証し、この結果を踏まえて 「実施要求水準」と「監査

手法」を標準化・共有化する可能性について検討。

工場監査項目の標準化・共有化研究会

5



http://www.food-communication-project.jp/

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.

○「協働の着眼点」の９．【取引先との情報共有、協働の取組】に基づき、消費者を起点と

して、フードチェーン全体で情報共有の手法を研究。

○事業規模に関わらず、全てのステークホルダーの間で商品に関する情報が効率的に

やりとりされるため、事実関係や相互の認識を共有するとともに、論点を整理し、協働

での対応方向を検討。

商品情報の効率的なやりとり研究会

○平成21年度に作成した「ＦＣＰ商談会・展示会シート」を様々な商談会、展示会等で活

用した結果をご報告いただき、「ＦＣＰ商談会・展示会シート」活用に関する情報を共有。

○あわせて、「ＦＣＰ商談会・展示会シート」を周知、

普及させるためのご提案や課題解決に向けた意

見交換、シートの項目に関する検証を実施。

企業力向上の場としてのﾏｯﾁﾝｸﾞ・商談会の活用に関する研究会

平成22年度研究会②～農水省の設ける研究、発表の場への参加～

6
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Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.

○FCPの自立的展開を促すための、ＦＣＰの普及のあり方、手法の研究と実践。

普及活動の主体（①情報共有NW参加事業者による普及、②産学官連携による普及）

に応じた研究を推進。

○平成21年度のFCPアドバイザリーボードメンバー、ファシリテーターの有志が中心とな

り、アドバイザーを始めとする情報共有NW参加者へ参画を呼びかけ。

※ 東京大学食の安全研究センター中嶋康博副センター長、オラクルひと・しくみ研究

所小阪裕司代表、(株)アール・ピー・アイ長澤博英取締役が発起人。(株)アール・ピ

ー・アイが運営事務局。

○「協働の着眼点」や、それを用いた評価軸等を活用したアセスメント全般（セルフ、二

者間、第三者）に関する個々の自主的な活動をご報告いただき情報を共有。

○個々の活動のスムースな立ち上がり、評価軸の共有化の可能性、アセスメント全般

の認知度向上等に関するご提案や課題解決に向けた意見交換。

※ 横浜商科大学地域産業研究所（小林二三夫所長）が主催。

アセスメント研究会

ＦＣＰ普及・戦略研究会

平成22年度研究会③ ～事業者等の主体的な運営～

7
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ＦＣＰ地域ブランチの取組 ～地方公共団体の主体的な取組～

○各地で、ＦＣＰの仕組みを活用して、地域独自の課題に取り組み、地場の食
品産業の活性化につなげる活動

○都道府県から、独自のテーマ、手法での活動の提案を受け付け、農林水産
省ＦＣＰ事務局が連携して活動をサポート

○食品産業事業者の人材育成、経営コンサルティング、販路開拓、商品ブ
ラッシュアップ、農商工連携など、それぞれの地域が重視する課題に関し
て、それぞれの地域のやり方で運営

○平成22年度は、岩手県、三重県、愛媛県、和歌山県、山梨県、栃木県、大
分、滋賀県で地域ブランチを立ち上げ。今後も、地域ブランチ立ち上げを呼
びかけ

○地域ブランチ間での情報共有や他の研究会活動との連動により、各地の
活動のさらなる活性化を働きかける予定

地域ブランチ

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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“ココロ”を磨く

“シクミ”を磨く

“モノ”を磨く

○ 事業・経営計画策定支援

○ 経営管理向上による金融支援
○ 製造・技術開発支援
○ 衛生管理・品質管理支援

○ 商品開発支援
○ 商品マッチング支援
○ 商品ＰＲ支援

食品事業者が経営発展するためには、
ココロ、シクミ、モノを磨き、

自社内外で伝え、共有する取組みが重要

食品事業者の取組みの「見える化」

事業者の皆さんと協働で、「見える化」に取組む

着実に成長する食品事業者の共通点として見えてきたもの

モノ

（商品）

シクミ

（プロセス）

ココロ

（経営理念＝食の安全・安心）

“ 事 業 活 動 ”

顧 客

○ 情報発信支援
○ 農商工連携支援
○ 事業者間マッチング支援

“伝え、共有”する

事業者の課題に応じた支援と協働により、取組みの「見える化」を図る

地方公共団体との連携～FCP岩手ブランチの取組

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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10

テーマ：「食の信頼向上による企業力と商品力の強化」

・平成２０年３月に策定した「和歌山県長期総合計画」の目標を実現させるため、アクションプログラム２０１０ 和歌山県農水産物・加工

食品の販売促進戦略を策定。推進基盤の強化と農産加工を軸にしたアグリビジネス構築のためFCP和歌山ブランチを立ち上げる。

・食の信頼向上を前提としたお客様視点の「商品力」「企業力」の向上を図るとともに和歌山県の新たな地域資源の活用の方向性を探

ることとする。

・ベーシック１６を活用して自社診断（before)を行う。自社の「強み」「弱み」を確認し、商談会で活用できるレベルの商談会シートを作成
し、企業力アップ実践の場として、わかやま産品商談会・フーデックスに参加。最終回に自社診断（after)を行い、研究会参加の効果検
証を行う。

・また、食の信頼向上のため、企業経営戦略、品質管理、商品開発、コミュニケーションをテーマに研究を行う。

第一回
平成22年6月30日
お客様視点に立った
企業経営とは？

第二回
平成22年８月２日

安全・安心のものづく
り

第三回
平成22年９月２８日

安全・安心で自社製
品に磨きをかけよう

第四回
平成23年１月１９日

安全・安心はこうやっ
てPRする

第五回
平成23年２月15日，
３月１～４日
商談会で実践

第六回
平成23年３月16日
成果発表会

・FCPとは？
（FCPﾁｰﾑ）
・お客様視点に
たった企業経営
とは?（中山氏）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
ﾍﾞｰｼｯｸ16を使っ
た自社診断
（before）

・製造現場から
見た食の安全安
心について
（食品・生活衛生
課）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
「FCP展示会・商
談会シート」B面
作成。

・バイヤーにうっ
たえるような商
談会ｼｰﾄの書き
方。（高島屋ﾁｰ
ﾌﾊﾞｲﾔｰ野口氏）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
「FCP展示会・

商談会ｼｰト」作
成。

・表現力アップ
セミナー

・商談ロールプ
レイング

わかやま県産
品商談会in大阪

FOODEX

・商談会参加を
振り返って
・ﾍﾞｰｼｯｸ16を
使った自社診
断（after）・成
果検証

「FCP商談会・展示会シート」を完成させ、商談
会へ向け磨き上げと表現力UPを行う。
ﾍﾞｰｼｯｸ１６を使い成果検証を行う。

地方公共団体との連携～和歌山ブランチの例

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved. 10



http://www.food-communication-project.jp/

ＦＣＰへの参画パターン

 農林水産省の呼び掛ける研究

活動、普及活動等へ参加

 ネットワーク参加者が催す研究

活動、普及活動等への参加

 「協働の着眼点」など、FCPの提案する仕組みや成果物を

活用して、それぞれの事業活動を展開

 ＦＣＰの活動について情報共有、

意見交換等を行うＦＣＰ報告会

への参加

 ＦＣＰの運営等に関する提案、

意見提出

 まず、情報共有ネットワークへ参加して、FCPへの賛同を表

明、関係者と情報を共有

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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情報共有ネットワークへの参加

FCPでは、プロジェクトの基本的な考え方等に賛同する食品事業に
関わる企業やその団体の間で、「情報共有ネットワーク」を構築。

メールマガジン等

提案等受付

ＦＣＰ情報共有ネットワーク

参加企業数 ９６８社・団体（平成２３年４月末現在）

プロジェクト事務局 食品事業に関わる企業やその団体

 ネットワークへの参加は随時受付・特段の義務・負担はありません

 社名・団体名をプロジェクト専用ＨＰ等に掲載させていただきます

 各種ＦＣＰ研究会・成果報告会への参画ができます

 工場監査項目、商談会・展示会シート等のＦＣＰ成果物を活用し、独自にビジネ

スを展開に活用することができます

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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参画パターン（その２）

FCP報告会への参加、提案・意見の提出

FCPの活動について関係者で情報共有や意見交換を行う

報告会等への参加

例：東京大学「食の安全研究センター」と共催の、ＦＣＰ成果報告会

１

ＦＣＰの運営や企画に関する提案、意見提出。
・ＦＣＰの運営・「協働の着眼点」の改善
・優良事例情報収集・研究会テーマ募集など

２

※東京大学弥生講堂 平成23年3月8日 ＦＣＰ成果報告会を実施
Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
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参画パターン（その３）

FCP研究活動会への参加

農林水産省が呼び掛ける研究会への参加

テーマ例：「消費者との対話のあり方」研究会等
１

ネットワーク参加者が自主的にテーマを設定し、参加を呼び掛ける研究会への

参加 テーマ例：「FCP普及・戦略」研究会
２

都道府県による地域でのＦＣＰの研究活動（ＦＣＰ地域ブランチ）への参画

※都道府県が地域ブランチを設けている地域に限る
３

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.
14



http://www.food-communication-project.jp/

参画パターン（その４）

個々のビジネスでFCPを活用

「協働の着眼点」や、工場監査項目、商談会・展示会シートなどのＦＣＰ

成果物を活用し、独自にビジネスを展開
１

ＦＣＰロゴマークを利用して活動展開２

ベーシック16

FCP共通工場監査項目 FCP展示会・商談会シート
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